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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, viii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, viii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•仮想マシンのインストールと管理

•サーバ管理

•スイッチおよびネットワーク管理

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic
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説明表記法

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#
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このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with
standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of each warning
to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

関連資料
アプリケーションセントリックインフラストラクチャのマニュアルセットには次のマニュアル

が含まれます。

Web ベースのマニュアル

•『Cisco APIC Management Information Model Reference』

•『Cisco APIC Online Help Reference』

• Cisco ACI MIBサポートリスト

ダウンロード可能なマニュアル

•『Cisco Application Centric Infrastructure Release Notes』

•『Cisco Application Centric Infrastructure Fundamentals Guide』

•『Cisco APIC Getting Started Guide』

•『Cisco APIC REST API User Guide』

•『Cisco APIC Command Line Interface User Guide』

•『Cisco APIC Faults, Events, and System Message Guide』

•『Cisco APIC Layer 4 to Layer 7 Device Package Development Guide』

•『Cisco APIC Layer 4 to Layer 7 Services Deployment Guide』
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•『Cisco ACI Firmware Management Guide』

•『Cisco ACI Troubleshooting Guide』

•『Cisco ACI NX-OS Syslog Reference Guide』

•『Cisco ACI Switch Command Reference, NX-OS Release 11.0』

•『Cisco ACI MIB Quick Reference』

•『Cisco Nexus CLI to Cisco APIC Mapping Guide』

•『Installing the Cisco Application Virtual Switch with the Cisco APIC』

•『Configuring the Cisco Application Virtual Switch using the Cisco APIC』

•『Application Centric Infrastructure Fabric Hardware Installation Guide』

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、apic-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、および追加
情報の収集に関する情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/
whatsnew.htmlで『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。
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第 1 章

新しい APIC イメージのインストール

この章の内容は、次のとおりです。

• 新しい APICソフトウェアイメージをインストールする条件, 1 ページ

• ソフトウェアインストール方法APIC, 1 ページ

新しい APICソフトウェアイメージをインストールする
条件

最初のインストールにより、次のタスクが実行されます。

•ディスク上にある既存のデータが消去されます。

•ディスクが再フォーマットされます。

•新しいソフトウェアイメージがインストールされます。

Cisco APICイメージの最初のインストールは、次の状況で必要になります。

•新しい UCSサーバがあり、そのサーバに APICイメージをインストールする必要がある。

•既存のサーバに APICイメージがあるがまったく応答しないので、新しい APICイメージを
そのサーバにインストールする必要がある。

ソフトウェアインストール方法APIC
次のいずれかの方法を使用して、サーバに APICソフトウェアをインストールすることができま
す。

• USBデバイスの使用

• PXEサーバの使用
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•仮想メディアの使用

PXE サーバを使用した APIC ソフトウェアのインストール
Preboot Execution Environment（PXE）サーバを使用してAPICソフトウェアをインストールするに
は、以下の手順に従ってください。

ステップ 1 次のように PXEサーバを設定します。
a) Linuxの標準構成で PXEサーバを設定します。
b) ISOイメージをマウントします。

例：

$ mount –t iso9660 –o loop aci-apic-dk9.1.0.0.200v.iso software/ifc/apic-200v-insecure

c) ファイルの内容を検査します。

例：
$ ls –n software/ifc/apic-200v-insecure
…
drwxrwxr-x 6 76989 2000 4096 May 30 14:56 insieme
drwxrwxr-x 3 76989 2000 4096 May 30 14:56 images
…

$ ls myisomount/images/pxeboot/
initrd.img vmlinuz

d) PXEメニューエントリ：<pxe-dir>/tftpboot/boot_msg

例：

e) PXEメニューエントリのイメージ：<pxe-dir>/tftpboot/pxelinux.cfg/default

例：

$ cat tftpboot/pxelinux.cfg/default
…
label 10
kernel ifcimages/vmlinuz
append initrd=ifcimages/initrd.img ks=http://172.21.157.10/kickstart/ifc-stable ksdevice=eth0
loglevel=0 console=tty9
…

$ ls myisomount/images/pxeboot/
initrd.img vmlinuz

f) kickstartファイルの追加：<pxe-dir>/kickstart/<mykickstartfile>

例：

$ cat kickstart/ifc-stable

# IFC Kickstart script for UCS C200
install
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url --url=http://172.21.157.10/software/ifc/apic-200v-insecure
lang en_US.UTF-8
keyboard us
network --onboot yes --device eth0 --bootproto dhcp --noipv6
network --onboot no --device eth1 --bootproto dhcp --noipv6
network --onboot no --device eth2 --bootproto dhcp --noipv6
network --onboot no --device eth3 --bootproto dhcp –noipv6

ステップ 2 APICを再起動し、F12キーを押してネットワークを起動します。

ステップ 3 Linuxのインストールのための標準構成用に PXEサーバに設定されたオプションを選択します。

仮想メディアを使用したインストール

他の仮想メディアのインストールを実行するときと同じように、APICISOイメージファイルを使
用してインストールを行うことができます。手順の詳細については、このマニュアルでは説明し

ていません。
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